
後、NPO「阪神高齢者・障害者支

援ネットワーク」などを立ち上げ、災害

看護活動に力を注いできた。

　2011年東日本大震災では、気

仙沼市内で２番目に世帯数の多

い仮設住宅で、365日24時間体制

の見守りボランティア活動を行って

いた。

　新潟中越地震、トルコ、中国・四

川、ハイチなど国内外で被災地支援

を展開していた。

　中央大学被災地支援学生団体

「はまらいんや」が活動する、気仙沼

市面瀬中学校仮設住宅で、学生た

ちのボランティア活動を指導・支えてく

ださったNPO日本ホスピス・在宅ケア

研究会副理事長の黒田裕子さんが

９月24日、肝臓がんのため死去した。

73歳だった。

　黒田さんは、兵庫県宝塚市立病

院の副総婦長として1995年阪神大

震災時、被災者救援にあたり、その

む現場を変えていく勇気と志を受け取りました。

　それら学生の著しい成長ぶりが認められ、2013年４月

ボランティア活動を継続していくために「ボランティアステー

ション（2014年４月センターに改称）」が誕生しました。

　黒田さんから言葉をいただくことができた学生は今日ま

で延べ100人以上になります。今では面瀬の方から「中央

大の学生さん」として信頼してもらい、本音を吐露していた

だけたり、地域の行事に呼ばれたり、つながりが深まって

います。

　黒田さんがこの３年間で与えてくださったものを育て、次

代につなげていけるように、学生たちと共に活動に努めて

いきます。

　ご冥福を心よりお祈り申し上げます。

（ボランティアセンター　コーディネーター　松本真理子）

　黒田さんとの出会いがなければ、中央大学に「ボラン

ティアセンター」は生まれなかったといっても過言ではあり

ません。

　2011年、大学の体制がままならない状態で学生たちの

活動先を探していた時、受け入れてくださったのが黒田さ

んたちでした。

　失敗の許されない現場で、気持ちはあっても何も知らな

い学生たちを、黒田さんは時に厳しく叱り、時に学生自身

の良さを気付かせ、彼らの将来のために情熱を注いでく

れました。

　それは学生たちにとって「どんな大人よりも真剣に自分

に言葉をかけてくれた人」であり、活動を通して学生たち

は状況から課題を察知する気付きの力を得、相手の力を

引き出すコミュニケーション力を高め、制度の狭間で苦し

　「黒田さんに教えていただいた、『被災者である前に一

人の人間であることを忘れない』という基本姿勢を常に

忘れず、後輩にもしっかりと引き継いでいきます。数々の

貴重な学びを誠にありがとうございました」

手塚文裕（はまらいんや代表・法学部2年） 

　「相手に何かしてあげられると思ったら大間違い。相

手に寄り添い、気持ちを分かろうとする自分がいるという

ことが、相手にとって大事なことなのだと、教えていただき

ました」　

大和田茉穂（法学部３年）

　「黒田さんは私たちに『次の社会を担う者の一人』とし

て多くの学びをくださいました。志半ばでご逝去された先

生の思いを感じながら、震災後の３年間に学んだことを、

仲間とともにこれからの人生と社会に生かしたいと思い

ます。ご冥福をお祈りいたします」

宮崎汐里（文学部４年）

　「ボランティアとして人と向き合う上で、『対被災者』で

はなく、その人の暮らし、背負うもの、これまでの生きざま

を受け止め、一人の人間として寄り添うように向き合う姿

勢を黒田さんのすべてから学ばせて頂きました」　　

喜久里彩芳（法学部４年）

　「時に叱られ、時に励まされ、大きな愛情で私たちを包

みこんでくださった黒田さん。被災地のため、昼夜をおか

ず奔走するそのお姿を忘れることができません。そんな黒

田さんの熱い思いを自分の中で再び目覚めさせ、精いっ

ぱい職務に励んでいきます」

白倉隆之介（前はまらいんや代表、2013年度卒、総務省）

　「黒田さんは『仮設住民の力』であり続け、若い学生

には『人が人に向き合うとはどういうことか』インスパイア

する存在でした。命が尽きる最後の夏まで中大生を可愛

がり対峙してくださったこと、感謝します」

中澤秀雄（法学部教授）

阪神大震災の被災者支援

中大生にはボランティア活動教える

中大法科大学院から合格者
■大学院別合格者数

①早稲田大学法科大学院　　　172人

②中央大学法科大学院　　　　164人

③東京大学法科大学院　　　　158人

④慶應義塾大学法科大学院　　150人

⑤京都大学法科大学院　　　　130人

人164

黒田裕子さん死去  73歳

司法試験合格者発表

評伝 黒田裕子さんが遺したもの

黒田さん追悼コメント

（注）合格者100人以上の大学院。全国の合格者は1,647人。

平成26年の司法試験合格者が９月９日、
法務省から発表された。
中央大学法科大学院は164人の合格者だった。

48

ニュース 中大ニュース＆HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON



後、NPO「阪神高齢者・障害者支

援ネットワーク」などを立ち上げ、災害

看護活動に力を注いできた。

　2011年東日本大震災では、気

仙沼市内で２番目に世帯数の多

い仮設住宅で、365日24時間体制

の見守りボランティア活動を行って

いた。

　新潟中越地震、トルコ、中国・四

川、ハイチなど国内外で被災地支援

を展開していた。

　中央大学被災地支援学生団体

「はまらいんや」が活動する、気仙沼

市面瀬中学校仮設住宅で、学生た

ちのボランティア活動を指導・支えてく

ださったNPO日本ホスピス・在宅ケア

研究会副理事長の黒田裕子さんが

９月24日、肝臓がんのため死去した。

73歳だった。

　黒田さんは、兵庫県宝塚市立病

院の副総婦長として1995年阪神大

震災時、被災者救援にあたり、その

む現場を変えていく勇気と志を受け取りました。

　それら学生の著しい成長ぶりが認められ、2013年４月

ボランティア活動を継続していくために「ボランティアステー

ション（2014年４月センターに改称）」が誕生しました。

　黒田さんから言葉をいただくことができた学生は今日ま

で延べ100人以上になります。今では面瀬の方から「中央

大の学生さん」として信頼してもらい、本音を吐露していた

だけたり、地域の行事に呼ばれたり、つながりが深まって

います。

　黒田さんがこの３年間で与えてくださったものを育て、次

代につなげていけるように、学生たちと共に活動に努めて

いきます。

　ご冥福を心よりお祈り申し上げます。

（ボランティアセンター　コーディネーター　松本真理子）

　黒田さんとの出会いがなければ、中央大学に「ボラン

ティアセンター」は生まれなかったといっても過言ではあり

ません。

　2011年、大学の体制がままならない状態で学生たちの

活動先を探していた時、受け入れてくださったのが黒田さ

んたちでした。

　失敗の許されない現場で、気持ちはあっても何も知らな

い学生たちを、黒田さんは時に厳しく叱り、時に学生自身

の良さを気付かせ、彼らの将来のために情熱を注いでく

れました。

　それは学生たちにとって「どんな大人よりも真剣に自分

に言葉をかけてくれた人」であり、活動を通して学生たち

は状況から課題を察知する気付きの力を得、相手の力を

引き出すコミュニケーション力を高め、制度の狭間で苦し

　「黒田さんに教えていただいた、『被災者である前に一

人の人間であることを忘れない』という基本姿勢を常に

忘れず、後輩にもしっかりと引き継いでいきます。数々の

貴重な学びを誠にありがとうございました」

手塚文裕（はまらいんや代表・法学部2年） 

　「相手に何かしてあげられると思ったら大間違い。相

手に寄り添い、気持ちを分かろうとする自分がいるという

ことが、相手にとって大事なことなのだと、教えていただき

ました」　

大和田茉穂（法学部３年）

　「黒田さんは私たちに『次の社会を担う者の一人』とし

て多くの学びをくださいました。志半ばでご逝去された先

生の思いを感じながら、震災後の３年間に学んだことを、

仲間とともにこれからの人生と社会に生かしたいと思い

ます。ご冥福をお祈りいたします」

宮崎汐里（文学部４年）

　「ボランティアとして人と向き合う上で、『対被災者』で

はなく、その人の暮らし、背負うもの、これまでの生きざま

を受け止め、一人の人間として寄り添うように向き合う姿

勢を黒田さんのすべてから学ばせて頂きました」　　

喜久里彩芳（法学部４年）

　「時に叱られ、時に励まされ、大きな愛情で私たちを包

みこんでくださった黒田さん。被災地のため、昼夜をおか

ず奔走するそのお姿を忘れることができません。そんな黒

田さんの熱い思いを自分の中で再び目覚めさせ、精いっ

ぱい職務に励んでいきます」

白倉隆之介（前はまらいんや代表、2013年度卒、総務省）

　「黒田さんは『仮設住民の力』であり続け、若い学生

には『人が人に向き合うとはどういうことか』インスパイア

する存在でした。命が尽きる最後の夏まで中大生を可愛

がり対峙してくださったこと、感謝します」

中澤秀雄（法学部教授）

阪神大震災の被災者支援

中大生にはボランティア活動教える

中大法科大学院から合格者
■大学院別合格者数

①早稲田大学法科大学院　　　172人

②中央大学法科大学院　　　　164人

③東京大学法科大学院　　　　158人

④慶應義塾大学法科大学院　　150人

⑤京都大学法科大学院　　　　130人

人164

黒田裕子さん死去  73歳

司法試験合格者発表

評伝 黒田裕子さんが遺したもの

黒田さん追悼コメント

49

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON

HAKUMON
Chuo

HAKUMON




